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諸
問
題

ン

ク

/.、
-~I~ 

彦

口

日三一一

特
殊
り
シ
ク
制
の
特
質

特
殊
り
ン
ク
制
の
法
制

特
殊
リ
ン
グ
制
の
問
題

L刊

特
殊
リ
シ
ク
制
的
機
能

特
殊
リ
ン
ク
制
の
内
符

特
殊

9
ン
ク
制
の
特
質

昭
和
十
四
年
一
月
十
日
よ
り
寅
施
さ
れ
つ
?
あ
る
特
殊
リ
ン
ク
制
は
、
周
知
の
如
く
綜
ム
ロ
リ
ン
ク
制
の
代
案
と
し
て
貨
預
寸
る
に

綜
合
リ
ン
ク
制
の
資
施
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た

五
っ
た
も
の
で
る
る
。

吾
々
は
戦
時
の
輸
出
振
興
策
の
一
っ
と
し
て
、

之
に
封
ず
る
反
針
論
は
、
少
く
と
も
経
済
的
に
は
殆
ん
左
有
力
な
る
卵
白
を
有
し
な
い
も
の
一
で
る
る
が
、
す
で
に
政
治
的
現
由
に
よ

っ
て
之
が
責
施
を
中
止
し
た
る
以
上
は
、
之
に
代
っ
て
現
は
れ
た
る
特
殊
リ
ン
ク
制
に
つ
き
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
務
揮
す
ぺ
〈
、

と
れ
が
検
討
を
試
み
ね
ば
な
ら
な
い
。

理
論
的
に
考
へ
て
、

す
で
に
昨
年
よ
り
賓
施
さ
れ
つ
L

あ
る
商
品
リ
ン
ク
制
に
近

特
殊
リ
ン
ク
制
は
そ
の
賓
質
に
む
い
て
は
、

〈
、
綜
合
リ
ン
ク
制
と
は
ST
ろ
縁
遠
い
も
の
で
あ
る
。
印
ち
一
定
商
品
の
捻
出
と
そ
の
原
材
料
品
の
輸
入
と
を
リ
ン
ク
す
る
却
に
沿

い
て
は
、
金
〈
商
口
m
リ
ン
ク
制
と
同
様
で
あ
る
。
も
と
/
¥
商
品
リ
ン
ク
制
と
綜
合
リ
ン
ク
制
と
の
匝
別
の
存
す
る
所
は
、
特
定
の

特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
四
十
八
巻

[叫

七

第

量主

f出荷『綜合 F ンタ ili11について~ (本語、第四十七巻第台a競)
拙稿『商品 F シタ制の量産展~ (本誌、第四 f七巻第六j旋)2) 



特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
四
十
八
巻

第

擁

凶

七

商
品
と
商
品
と
を
リ
ン
ク
す
る
か
、
或
は
商
品
を
特
定
せ
や
た
ピ
一
般
的
に
輸
出
と
総
入
と
を
リ
ン
ク
ナ
る
か
の
黙
に
る
る
か
ら
、

こ
の
知
よ
り
見
て
特
殊
リ
ン
ク
制
と
綜
合
リ
ン
ク
制
と
は
、
全
く
そ
の
理
論
を
具
に
す
る
も
の
と
一
一
一
ロ
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

た
日
賓
際
に
お
い
て
は
、
特
殊
リ
ン
ク
制
は
綜
合
リ
ン
ク
制
案
に
含
ま
れ
て
ゐ
た
一
部
の
内
容
を
抽
出
し
て
、
モ
の
代
案
と
し

τ

計
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
た
商
品
リ
ン
ク
制
に
含
ま
る
L
商
品
を
之
か
ら
除
外
せ
る
た
め
に
、
少
〈
と
も
表
面
的
に
H
H

、
却
つ

て
綜
合
リ
ン
ク
制
に
近
き
が
如
〈
考
へ
ら
れ
、
ま
た
は
従
来
の
商
品
H
ン
タ
制
と
は
全
〈
異
た
る
新
制
度
在
る
か
の
如
き
外
視
を
呈

，
}
、
，
:
、

t
f
t
F
Q
泊

2
E
7
:
i
l
-
-
3

〆
'
リ
:
4
U酔

2

》
〉

F

〉

30

E
郡
町

K
じ
巧
F
再
出
り
:
ょ
品
K
H
M
7
2
J可
『
一
寸

-dyc
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F# 
1蜘恒

久
有1

1評E
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m.:i 
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、〆

グ

Jj;;リ

イF

iし
に

t， 
cfl日
ら

か
ら
匿
別
し
て
、
別
個
の
新
た
た
る
制
度
と
た
し
た
の
は
何
故
か
、
換
言
せ
ば
商
品
リ
ン
ク
制
に
到
す
る
特
殊
リ
ン
ク
制
の
特
質
は
、

何
れ
の
射
に
認
め
る
と
と
が
出
来
る
か
、

第
一
に
、
そ
の
主
要
の
根
城
は
主
と
し
て
法
制
上
に
あ
る
。
即
ち
商
品
リ
ン
ク
制
と
特
殊
リ
ン
ク
制
と
は
、
そ
の
嫁
っ
て
立
つ
法

制
的
根
嫁
を
異
に
す
る
。
之
に
つ
い
て
は
後
節
に
た
い
て
詳
論
す
る
と
と
ミ
す
る
。

第
二
に
、
商
品
リ
ン
ク
制
は
輪
出
品
と
そ
の
主
要
原
料
品
と
の
リ
ン
ク
を
主
'
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
‘
特
殊
リ
ン
ク
制
は
そ
の
他

4
 

に
副
原
料
品
ま
た
は
材
料
品
の
輸
入
を
も
認
め
て
ゐ
る
。
原
料
品
と
材
料
品
、
主
要
原
料
品
と
副
原
料
品
と
の
匝
別
は
、
厳
密
に
は

困
難
で
あ
る
が
、
併
し
現
寅
に
は
、
主
要
注
二
一
の
原
料
品
は
商
品
リ
ン
ゲ
制
に
た
い
て
、
多
数
の
雑
多
な
原
材
料
品
は
特
殊
リ
ン

ク
制
に
た
い
て
、

リ
ン
ク
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
菱
沼
の
輸
出
に
射
し
て
、

ホ
ッ
プ
・
鷹
・
コ
ル
ク
樹
皮
・
銑
織
・
屑
銭
・
錫
の
六
種
商

同
聞
の
轍
入
h
f
リ
ン
ク
す
る
が
如
き
是
で
あ
る
。

第
三
に
、
従
っ
て
ま
た
商
品
リ
ン
ク
制
で
は
、
多
く
は
数
量
リ
ン
ク
に
よ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
議
論
の
徐
地
は
あ

拙稿『蓮繋貿易制 (Link-system)に就て.ll(本誌第四十七君子第二競 75頁)
布浦芳郎氏『特殊 Fンクを諭ず.ll(椋業時報告書七省i第一抹 75頁)

3) 
4) 



る
と
し
て
も
、
賞
際
に
も
ま
た
一
一
一
の
例
外
を
除
い
て
、
大
部
分
は
数
量
リ
ン
ク
で
あ
る
が
、
特
殊
リ
ン
ク
制
で
は
維
多
の
副
原
材

料
品
で
あ
る
か
ら
、
之
乞
数
量
的
に
リ
ン
ク
す
る
乙
と
は
困
難
で
あ
り
、
賞
際
に
な
い
て
も
線
て
金
額
リ
ン
ク
制
を
採
っ
て
ゐ
る
。

第
四
に
、
商
品
リ
ン
ク
制
で
は
個
人
リ
ン
ク
と
同
時
に
圏
鵠
リ
ン
ク
を
併
用
し
て
ゐ
る
が
、
特
殊
リ
ン
ク
制
で
は
綿
て
個
別
リ
ン

ク
を
採
用
し
て
ゐ
る
。
之
に
針
し
て
は
ぷ
口
々
は
相
営
に
批
判
の
徐
地
あ
る
も
の
と
考
へ
る
が
、
そ
れ
は
姑
ら
〈
後
の
問
題
ー
と
し

τ.

と
も
か
く
事
貨
と
し
て
現
は
れ
た
所
で
は
、

つ
の
特
質
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
た
Y

即
時
論
的
に
は
、
商
品
リ
ン

こ
の
結
も
ま
た

タ
制
L
」
圏
鵠
リ
ン
ク
、
特
殊
リ
ン
ク
制
と
個
人
リ
ン
ク
ム
」
の
聞
に
、
何
ら
必
然
の
闘
係
の
あ
る
わ
け
で
は
た
い
。

失
に
特
殊
リ
ン
ク
制
が
綜
ム
口
リ
ン
ク
制
に
射
し
て
街
ず
る
特
質
を
巧
ふ
る
に
、

合
刊

d
'
L
1

2
-
t
 
さ
き
に
も
叫
ぶ
る
か
い
叫
〈
!
判
定
の
商
品
と
商
品
と
を
リ
ン
ク
す
る
叫
に
お
い
て
ー
阿
点
刊
は
全
く
同
到
(
る
回
開
却
の
上
に
た

っ
て
ゐ
る
。
綜
合
リ
ン
ク
制
で
は
一
般
的
に
輸
出
さ
れ
た
る
各
種
商
品
の
金
額

K
封
し
て
、

一
般
商
品
の
輸
入
を
リ
ン
ク
す
る
も
の

で
あ
る
。
た
ピ
此
の
場
合
に
も
、
自
由
友
る
輸
入
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
友
く
、
輸
入
許
可
制
の
下
に
あ
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、

併
し
そ
の
檎
入
の
許
可
さ
る
L
商
品
の
範
園
内
友
ら
は
、
何
物
に
で
も
リ
ン
ク
輸
入
を
認
め
ら
れ
る
。

つ
主
り
リ
ン
ク
商
品
の
特
定

か
不
特
定
か
の
鮎
に
、
雨
者
の
根
本
的
の
匝
別
が
る
る
。

第
二
に
、
綜
合
リ
ン
ク
制
策
で
は
、
輸
出
に
よ
り
て
得
ら
る
L
輸
入
穫
は
、
す
べ
て
之
を
一
肢
は
中
央
銀
行
に
集
中
し
、
そ
の
媒

介
に
よ
っ
て
輸
入
商
に
譲
渡
せ
ん
止
し
た
が
、
特
殊
リ
ン
ク
制
で
は
そ
の
自
由
譲
渡
を
認
め
て
ゐ
る
。

第
三
に
、
輸
入
構
の
譲
渡
に
仲
ふ
プ
レ
ミ
ア
ム
に
封
し
て
は
、
綜
合
リ
ン
ク
制
渠
で
は
約
三
%
ま
守
は
之
を
公
け
に
認
め
ん
と
し

た
が
、
特
殊
リ
ン
ク
制
で
は
之
を
法
制
上
認
め
て
ゐ
友
い
。
併
し
ま
た
之
を
法
令
に
よ
っ
て
禁
止
し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
た
い
か
ら
、

特
珠
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

四
七
=
一

第

銃

一

第
四
十
八
巻

拙稿『商品リンク申~の軍基展j] (本誌第四日 jC-b巻第六腕 52--54頁〕
拙稿、前掲論文 49頁

5) 
6) 



第
四
十
八
巻

揚
合
に
よ
っ
て
は
事
賓
上
プ
レ
ミ
ア
ム
を
設
生
す
る
と
と
は
あ
り
得
る
で
あ
ら
う
。
た
ピ
雨
者
の
異
る
所
は
、
之
を
会
然
に
認
む
る

特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

四
七
四

四

第

競

か
否
か
に
あ
る
。

第
四
に
、
特
殊
山
リ
ン
グ
制
の
機
能
上
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
次
節
に
別
論

7
る
所
で
る
る
が
、
通
用
商
品

ω
範
閣
に
つ
い
て
、
綜

合
り
ン
ク
制
と
の
聞
に
著
し
を
相
惑
が
あ
る
。
印
ψ
h
J

検
川
口
聞
に
沿
い
て
は
園
陸
商
品
は
除
外
せ
ら
れ
、
輸
入
品
に
つ
い
て
は
凶
内
用

品
は
除
外
さ
れ
で
ゐ
る
。
此
の
知
よ
り
見
れ
ば
、
特
殊
リ
ン
ク
制
は
綜
ム
ロ
リ
ン
ク
制
案
の
撤
回
用
原
料
品
に
闘
す
る
部
分
を
抽
出
し

わ
」
も
つ
L
J
b
-一2
3

¥

る。

l

L

I

l

t

 

要
す
る
に
特
殊
リ
ン
ク
制
は
、

ニ
え
商
品
の
輪
出
に
封
し
て
.
そ
の
原
材
料
の
輸
入
を
許
可
す
る
商
品
リ
ン
ク
制
の
一
形
態
で
る

り
、
個
人
リ
ン
ク
を
採
っ
て
輸
入
俸
の
自
由
譲
渡
を
認
め
、
ま
た
輸
出
金
額
の
卒
均
三
割
の
轍
入
を
許
可
す
る
金
額
リ
ン
ク
制
で
あ

る。

一--
特
殊
リ
ン
ク
制
の
機
能

特
殊
リ
ン
ク
制
は
そ
の
機
能
上
に
た
い
て
何
等
か
の
特
質
を
有
す
る
か
、

詳
論
し
た
所
で
あ
る
料
、
特
殊
リ
ン
ク
制
と
い
へ
ど
も
決
し
て
そ
の
範
園
を
出
づ
る
も
の
で
は
友
い
c

併
し
友
が
ら
リ
ン
ク
制
の
主

リ
ン
ク
制
一
般
の
経
済
的
機
能
に
O
い
で
は
、
す
で
に

要
た
三
形
態
す
た
は
ち
商
品
リ
ン
ク
制
と
綜
合
リ
ン
ク
制
と
特
殊
リ
ン
ク
制
と
に
つ
い
て
見
る
時
は
、
そ
の
各
を
は
ま
た
そ
れ
件
¥

に
具
友
る
重
さ
に
沿
い
て
、
種
々
の
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、
輸
出
振
興
上
の
機
能
は
、
何
れ
の
リ
ン
ク
制
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
最
も
期
待
さ
れ
る
機
能
で
る
り
・

リ
ン
ク
制
が
吾

拙稿「綜合リンク市jにワいてJj (本誌第四十七巻体五競 53頁)
拙稿『連繋貿易制 (Link-system) に就いで"~(本語、錦l羽←七巻第二競 65-73頁)

1) 
r) 



'f}'.~停

園
調
特
の
新
制
度
と
し
て
妥
展
す
る
に
至
っ
た
の
も
、
主
と
し
て
と
の
黙
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
友
が
ら
等
し
く
輸
出
振

興
と
い
ふ
も
、
そ
の
一
過
程
ま
た
は
方
法
の
上
に
む
い
て
、
多
少
の
相
違
を
示
し
て
ゐ
る
c

綜
合
リ
ン
ク
制
案
で
は
、
そ
の
プ
レ
主
ア

ム
に
よ
る
一
種
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
が
、
機
出
振
興
上
に
章
腕
さ
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
途
に
此
の
案
の
賓
此
仰
を
阻
止
す
る
こ
と

h
?な
っ
た

が
、
併
し
岡
田
り
に
此
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
全
く
山
崎
一
日
止
し
た
主
し
て
も
、
綜
A
口
リ
ン
ク
制
の
轍
出
振
興
力
は
全
く
否
定
さ
れ
十
、
今
日
の

如
き
強
度
の
倫
入
制
限
の
行
は
る
k

時
代
に
は
、
輸
出
に
よ
り
て
何
物
か
を
轍
入
し
う
る
権
利
を
獲
得
す
る
こ
と
は
‘
輸
出
を
刺
激
す

る
司
『
と
た
な
る
も
の
が
あ
る
。

然
る
に
商
品
リ

y
グ
制
む
よ
び
特
殊
り
ン
ク
制
に
あ
っ
て
は
、

総
州
に
よ
っ
て
盤
ら
る
、
も
の
は
営

訪
前
日
聞
の
原
材
料
品
に
限
ら
る
、
か
ら
、
こ
の
蜘
よ
り
来
る
愉
出
振
興
カ
は
、
澄
れ
に
微
力
で
あ
る
と
与
へ
ね
ば
な
ら
た
い
。

z
J

白

日一司一一に

特
殊
明
ン
ク
川
わ
除
山
川
-
仏
畑
一
力
は
、

ー

l

i

!

l

}

1

7

p

l

内

二

府
l

川
リ

J
Y
川
正
抜
A
口
に
伝
ヒ
く

一
部
、
ん
抑
制
限
利
仁
川
の
緋
保
ま
た
じ
下
部

よ
り
来
る
も
の
で
あ
る
。
戦
時
輸
入
制
限
の
進
展
す
る
結
集
と
し
て
、
必
安
た
る
原
刺
u
m
の
輸
入
ま
で
も
制
限
す
る
に
至
れ
ほ
、
総

川
原
料
品
の
不
足
ま
た
は
蹄
資
を
来
た
し
、
そ
こ
か
ら
輸
出
貿
易
は
著
し
ぐ
附
止
さ
れ
る
を
売
れ
た
い
。

こ
の
障
害
を
打
開
す
る
た

め
に
は
、
原
料
品
の
輸
入
を
促
進
せ
ね
ば
な
ら
む
が
、
た
ピ
翠
純
に
之
が
株
入
を
促
進
し
て
は
、
同
際
牧
支
の
悪
化
を
来
た
し
、
軍

需
品
の
一
般
入
に
支
障
を
来
た
す
危
険
が
あ
る
。

そ
こ
で
常
設
製
品
の
職
問
と
リ
ン
ク

L
て、

そ
の
原
料
轍
入
を
砂
保
し
、
同
時
に
原

判
的
怖
の
低
下
を
闘
ら
ん
と
し
た
の
が
即
ち
商
品
リ
ン
ク
制
の
創
設
で
あ
っ
た
。
こ
の
瓢
に
た
い
て
は
特
殊
リ
ン
ク
制
の
機
能
も
ま

た
岡
山
刊
で
あ
る
。

た
ピ
異
な
る
所
は

さ
き
に
も
述
ぷ
る
が
如
く
、
商
品
リ
ン
ク
制
の
揚
合
に
著
し
く
限
定
的
な
る
原
料
確
保
が
、

特
殊
明
ン
タ
制
に
よ
っ
て
そ
の
範
闘
を
機
大
し
た
瓢
に
あ
る
。
即
ち
原
料
剖
策
よ
り
来
る
搬
出
振
興
力
は
、
特
殊
リ
ン
ク
制
に
な
い

て
よ
り
績
大
さ
れ
強
化
さ
れ
で
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
。

特
殊
リ
ン
ク
制
の
諮
問
題

第
四
十
八
巻

四
七
五

第

披

主王
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特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
四
十
八
巻

f耳己

競

六

四
七
六

第
三
に
、
貿
易
均
術
ま
た
は
岡
際
牧
支
土
の
機
能
を
見
る
に
、
商
品
リ

y
ク
制
一
で
は
主
と
し
て
数
量
リ
ン
ク
を
採
る
が
故
に
、
関

内
原
料
ま
た
は
持
働
の
附
加
さ
れ
た
丈
け
は
、
凶
際
収
支
を
有
利
七
な
ら
し
め
て
ゐ
る
筈
で
は
あ
る
が
、
併
し
之
を
明
確
に
知
る
こ
と

は
数
量
リ
ン
ク
の
性
質
上
か
ら
不
可
能
を
あ
る
。
数
量
リ
ン
ク
の
貿
易
均
衡
は
、
物
質
的
ま
た
は
技
術
的
均
衡
に
す
ぎ
校
い
。
然
る

に
貿
易
均
衡
と
い
び
岡
際
収
支
と
い
ふ
は
、
-
氾
来
は
佐
観
土
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
貼
か
ら
も
金
制
リ
ン
ク
を
合
理
的
と
す
る

ー

も
の
で
あ
る
。

い
似
合
リ
ン
ク

f

制
山
梨
で
は
凡
い
同
然
に
金
制
リ
ン
ク
制
を
絞
り
、

且
つ
怖
州
の
ハ
釧
ま
で
の
愉
入
を
許
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
の
差
額
を
生
綜
そ
の
他
の
除
外
輪
同
日
川
に
加
へ
て
、
そ
れ
で
も
っ
て
除
外
輸
入
品
を
合
め
て
の
輪
入
線
領
在
十
分
に
決
捕
し
う
る

か
疑
問
で
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
そ
の
欣
態
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
出
来
る
。
然
る
に
特
殊
リ
ン
ク
制
も
同
じ
く
金
額
り
ン
ク
で
あ

る
か
ら
、

と
の
離
で
は
い
称
合
リ
ン
ク
制
と
同
織
の
長
所
を
れ
す
る
。
加
ふ
る
に
特
殊
リ
ン
ク
制
で
は
、
輸
入
率
は
平
均
三
割
程
度
に

過
ぎ
た
い
か
ら
、
輪
出
超
過
卒
は
判
明
め
て
大
で
あ
り
、
従
っ
て
同
際
牧
支
上
ま
た
は
軍
-
市
日
間
輸
入
を
含
め
て
の
貿
易
均
衡
上
に
は
、

極
め
て
有
利
な
る
機
能
を
有
す
る
わ
け
で
あ
る
。

か
〈
の
如
く
愉
出
振
興
と
輸
入
隊
保
と
貿
易
均
衡
の
機
能
に
つ
い
て
‘
特
殊
リ
ン
ク
制
は
寧
ろ
商
司
問
リ
ン
ク
制
に
近
く
、
原
料
輸

入
争
時
保
し
て
輸
出
振
興
に
資
し
、
輸
出
債
初
の
一
部
の
輸
入
を
許
可
し
て
、
全
開
と
し
て
の
貿
易
均
衡
と
同
際
牧
支
を
維
持
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
今
日
の
揚
合
に
有
殻
た
る
輸
出
振
興
策
の
一
つ
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
併
し
除
り
に
大
な
る
期
待
を

之
に
か
け
る
と
と
は
出
来
た
い
。
印
ち
此
の
制
度
の
機
能
に
は
、
多
く
の
限
界
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
に
、
原
料
針
策
に
よ
る
輸
出
振
興
策
は
、
治
川
倒
的
で
る
る
に
過
ぎ
友
い
。
印
ち
原
料
不
足
占
お
よ
び
原
料
総
責
を
克
服
す
る
と

flll稿『商品 Pンクjf;IJの溌展j](本誌第四十七巻第六披.52--54頁)3) 



と
は
、
輸
入
制
限
上
り
来
る
障
害
を
除
去
す
る
こ
と
に
は
た
る
が
、
併
し
そ
れ
は
原
料
輸
入
の
自
由
た
諸
外
闘
に
比
し
て
、
何
ら
の

長
所
と
も
左
り
得
一
夜
い
か
ら
で
あ
る
。
印
ち
消
極
的
な
障
害
の
除
去
に
止
ま
り
、
積
極
的
危
何
も
の
を
も
加
ふ
る
も
の
で
は
な
い
か

ら
、
輸
出
振
興
の
投
旧
市
も
決
し
て
過
大
に
評
阿
国
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。

第
二
に
、
倒
産
品
の
輪
出
振
興
に
は
何
ら
奥
旬
得
な
い
。
商
品
リ
ン
ク
制
も
ま
た
同
級
で
あ
る
が
、
之
に
よ
っ
て
輸
出
原
料
品
を

塑
甫
に
安
慣
に
得
る
に
過

vc
た
い
か
ら
、
同
則
違
原
料
品
の
愉
出
ま
た
は
輸
出
口
聞
の
凶
産
的
部
分
は
、
何
ら
れ
利
と
在
る
も
の
で
は
左

ぃ
。
然
る
に
輸
出
振
興
上
に
は
此
の
同
底
的
部
八
万
の
叡
め
て
認
姿
な
妻
素
で
あ
る
と
と
は
、
か
の
鵠
替
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
場
合
に
明
瞭

に
現
は
れ
る
ョ

鳩山川
H

ダ
ン
ピ
ン
グ
は
こ
の
制
度
と
は
全
く
逆
に
、

鳩
山
特
相
場
の
下
落
し
た
丈
け
は
、

山
市
入
原
料
品
を
騰
武
せ
し
む
る

も
の

C
は
あ

5
が、

-
:
L
こ
ら
句
i

コード
h
k
i
f
J
J
1『

KF
〆
〉

P
J
〉

r
h

f
t
l
i
J
W
H
1
4寸
ド

114引
民

u
u
v
t
ω
よ

l
'
J
R
M
ト
ト

〉4
 

会
〈
凶
底
的
部
分
mu
似
肱
仕
に
よ
忍
も
の
で
あ
る
む

丸
、
山

J

-

ま
』

制
少
川
叩

r
q
K
F

殊
リ
ン
ク
制
で
は
輸
入
原
料
品
だ
け
は
低
廉
化
し
う
る
と
し
で
も
、
問
問
産
的
部
分
は
如
何
と
も
す
る
こ
と
は
出
来
左
い
。
従
っ
て
ぽ

倒
的
一
な
る
輸
出
振
興
策
と
し
て
は
、
之
の
み
を
以
つ
て
は
氾
ら
や
、

乙
れ
と
共
に
何
等
か
の
針
策
を
必
裂
と
す
る
。
例
へ
ば
閣
内
物

債
の
抑
制
策
の
如
き
こ
れ
で
あ
る
。

第
三
に
、
商
品
リ
ン
ク
制
に
比
す
れ
ば
、
之
に
包
括
し
う
る
商
品
の
範
国
は
鋪
大
す
る
け
れ
ど
も
、
併
し
向
ほ
之
に
含
ま
れ
な
い

多
数
の
商
品
が
建
存
ず
る
。
第
一
次
に
趨
用
を
う
け
た
る
商
品
は
、
二
十
種
に
過
ぎ
や
、
漸
次
に
惜
明
大
し
て
百
六
十
日
間
穫
に
及
ぼ
す

後
定
で
あ
る
と
侍
へ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
向
ほ
輸
出
品
の
一
小
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
零
仰
な
輸
出
雑
貨
ま
た
は
多
数
の
原
料

の
複
合
よ
り
成
る
鰍
川
口
刊
の
如
き
は
、
綿
て
こ
れ
に
包
含
せ
し
む
る
と
と
は
事
責
L
L

の
困
難
を
免
れ
た
い
c

こ
の
勤
に
た
い
て
は
綜

さ
き
に
論
ぜ
る
商
品
リ
ン
ク
制
の
限
界
は
、
終
和
さ
れ
た
る
税
皮
に
沿
い
℃
、
特
殊

合
リ
ン
ク
制
の
長
所
に
及
ば
ざ
る
こ
と
遠
い
。

特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
四
十
八
巻

七

四
七
七

第

披

拙者、外岡1t替諭 121-2頁
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特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
四
十
へ
巻

凶
七
八

第

競

iI. 

リ
ン
ク
制
に
も
ま
た
安
蛍
す
る
限
界
で
あ
る
。

特
殊
リ

ν
ク
制
の
法
制

特
殊

q
y
ク
制
が
従
引
恨
の
商
品
リ
ン
ク
制
L
-
著
し
ノ
¥
同
時
た
る
貼
は
、

三
リ

J
2
2
-
J
J

Y」

d
ガ
岳
町
村
胡
日
れ
ま
之

従
来

ω
商
品
リ
ン
ク
制
は
何

ら
特
定
の
法
令
に
減
る
も
の
で
は
た
く
、

た

uw一
品
業
主
門
聞
の
任
窓
申
合
せ
に
制
機
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
帥
ち
常
業
払
世
間
潤
鰭
と
し
て
の

倫
山
山
畑
仙
台
・
工
業
組
合
・
商
業
組
合
ま
た
ほ
愉
入
組
合
。
統
湘
視
程
L
」し

リ
ン
ク
に
闘
す
る
倖
h

の
桐
叫
定
ケ
一
な
し
、

ク
ア
l
f
-
Y
a恒
町

一

h
l
1
1
4

側
に
ゐ
い
て
歎
認
し
た
に
過
ぎ
や
，
、
最
も
重
要
友
る
鴻
替
許
可
の
知
事
こ
も
、

た
ピ
翁
特
設
局
と
の
間
に
了
解
の
成
立
し
て
ゐ
る
に
過

ぎ
左
い
。
普
通
に
法
令
的
制
慌
時
揮
を
有
す
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
綿
業
リ
ン
ク
制
で
も
、
法
令
で
は
た
U

『
輸
出
綿
製
品
配
給
統
制
規

則
』
が
あ
る
に
過
ぎ
や

こ
れ
は
た
U
綿
製
品
の
賓
買
相
手
方
を
規
定
し
た
る
に
止
ま
り
、
何
ら
商
品
リ
ン
ク
制
の
内
容
を
規
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。
帥
ち
と
れ
ま
た
民
間
函
館
内
部
の
規
程
た
る
に
止
ま
る
。
む
ろ
ん
是
等
の
閲
植
の
多
く
は
、
法
令
的
根
擦
を
白

す
る
合
法
的
圏
棋
に
は
相
還
な
い
が
、
併
し
そ
の
内
部
ま
た
は
相
互
間
に
行
は
る
、
リ
ン
ク
制
そ
の
も
の
は
、
す
べ
て
個
#
別
々
の

も
の
で
お
り
、
且
つ
何
ら
の
法
令
的
根
擦
な
く
し
て
行
は
れ
つ
-
h

あ
る
も
の
で
あ
る
。

之
に
反
し
て
新
た
な
る
特
殊
リ
ン
ク
制
は
、
共
通
の
軍
一
法
令
に
根
擦
を
有
す
る
合
法
的
制
度
で
る
る
。
之
に
闘
す
る
直
接
の
法

令
は
、
商
工
省
令
と
し
て
公
命
さ
れ
た
る
『
輸
出
品
用
原
材
料
承
認
書
交
付
規
則
」
沿
土
ぴ
『
輪
出
品
用
原
材
料
ノ
悌
用
阻
止
-
一
閥

ス
ル
件
』
の
二
つ
で
あ
る
が
、
併
し
と
の
こ
省
令
は
、
そ
れ
ん
¥
そ
の
碁
づ
く
法
律
的
根
擁
を
異
に
す
る
と
一
一
品
は
れ
る
。

第
一
の
省
令
は
、
憲
法
第
九
僚
「
臣
民
ノ
幸
稿
ヲ
増
進
ス
ル
徳
一
一
必
要
十
ん
命
令
』
に
基
づ
き
、
第
二
の
省
令
は
、
臨
時
措
置
法



第
二
僚
の
一
一
『
常
設
物
品
叉
ハ
之
ヲ
原
料
ト
ス
ル
製
品
ノ
配
給
、
譲
渡
、
使
用
叉
ハ
消
費
ニ
闘
シ
必
要
ナ
ル
命
令
』
に
基
づ
き
、
公

布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
偉
へ
ら
れ
る
。
前
者
は
主
と
し
て
地
方
長
官
を
し
て
、

一
定
の
輸
出
に
封
し
て
、
そ
の
生
産
に
必
要
在
る

原
材
料
の
輸
入
承
認
書
を
費
行
せ
し
む
る
手
績
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
省
令
が
関
係
法
律
た
る
臨
時
借
地
阻
法
に
基
づ
か
や

し
て
、
憲
法
に
基
づ
く
行
政
命
令
と
し
て
公
布
さ
れ
た
る
こ
と
は
庄
窓
に
値
す
る

3

そ
の
崎
山
と
し
て
停
へ
ら
れ
る
所
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
地
方
長
官
を
し
て
輸
出
品
肘
原
材
料
の
総
入
承
認
書
を
交
付
せ
し
む
る

と
と
は
、
臨
時
措
置
法
第
二
僚
の
こ
に
あ
る
配
給
の
概
念
に
含
ま
る
L

か
否
か
疑
は

L
い
と
い
ふ
結
に
あ
ヲ
問
。
併
し
な
が
ら
吾
h

の

見
る
所
で
は
、
之
に
は
殆
ん
ど
疑
問
は
な
い
と
思
は
れ
る
。
何
と
在
れ
ば
、

同
法
第
二
僚
に
上
れ
ば
、

「
政
府
ハ
支
郊
事
境
日
一
閥
聯

'
i
L
M
I
F
f
d
「
l
z
t
-
J
L
F
-一
日

Z
、，

l

l

I

J

1

j
v
v

日
間
以
約
例
，

i

哨
四
千
ヲ
制
似
ヌ
バ
斜
配
い
い

i

山
由
市
首

7
り

1
一ぷ
L

バ
「
キ
Y

総
入
ノ
制
限
U
ハ
ノ
他
y
事
山
一
一
関
リ
需
給
動
係
ノ
調
整
ヲ

必
要
ト
ス
ル
物
日
間
=
付
左
ノ
措
置
ヲ
篤
ス
コ
ト
ヲ
得
』
止
し
て
、
そ
の
第
二
披
に
・
お
い
て
、

「
富
該
物
品
叉
ハ
之
ヲ
原
料
ト
ス
ル
製

品
ノ
配
給
、
譲
渡
、
使
用
叉
ハ
消
費
一
一
闘
シ
必
要
ナ
ル
命
令
ヲ
潟
ス
ヲ
ト
』
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
前
記
の
第
一
の
省
令
に

よ
っ
て
、
地
方
長
官
が
輸
出
品
用
原
材
料
の
輸
入
を
承
認
す
る
と
と
は
、
輸
入
の
制
限
に
よ
り
需
給
闘
係
の
調
整
を
必
要
と
す
る
蛍

こ
れ
は
明
ら
か
に
配
給
の
概
念
に
含
ま
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
結
か
ら
態
主
意

該
物
口
聞
の
配
給
に
闘
す
る
事
項
で
あ
っ
て
、

法
第
九
傑
を
援
用
す
る
必
要
は
な
い
と
思
は
れ
る
。

第
二
の
理
由
と
し
て
倖
へ
ら
れ
る
所
で
は
、
臨
時
措
置
法
に
は
罰
則
の
規
定
が
あ
り
、
第
二
僚
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
す
る
場
合

に
は
、
『
一
年
以
下
ノ
懲
役
又
ハ
五
千
園
以
下
y
罰
金
ニ
慮
ス
』
(
同
法
第
五
傑
)

こ
と
L
な
っ
て
ゐ
る
。
然
る
に
前
惑
の
第
一
の
省

令
で
は
、

一
定
の
輪
出
に
封
し
て
一
定
の
輸
入
承
認
書
を
交
付
す
る
に
過
ぎ
た
い
か
ら
、
之
に
封
し
て
罰
則
を
適
用
す
る
必
要
も
た

特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
三
披

カ4

第
四
十
八
巻

四
七
九

布浦芳郎氏、前掲論文句頁



特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
四
十
八
巻

第

掠

四
八

O

四
O 

け
れ
ば
根
擦
も
な
い
。
従
っ
て
之
を
臨
時
措
置
誌
に
採
ら
す
、
憲
法
第
九
僚
に
基
づ
〈
行
政
命
令
と
し
た
と
言
ふ
に
あ
ふ
「
併
し
左

が
ら
王
口
々
は
此
の
枚
嫁
も
ま
た
薄
弱
で
あ
る
と
思
ふ
。
罰
則
の
必
要
占
泣
き
揚
合
は
、
む
ろ
ん
之
を
油
田
ず
る
必
要
は
な
い
が
、
併
し

例
へ
ば
地
方
長
官
の
護
給
す
る
輸
入
承
副
書
に
闘
し
て
、
之
を
擬
浩
ま
た
は
改
寵
し
て
、
聡
へ
制
限
を
犯
し
て
多
量
の
輸
入
を
在
さ

ん
と
し
た
る
揚
合
の
如
き
は
、
恐
ら
〈
罰
則
の
必
要
宝
生
可
ヂ
る
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
王
山
々
付
、
第
一
の
行
令
も
ま
た
臨
時
情
皆
川
出

に
必
一
.
つ
い
て
公
布
し
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、

必
や
し
も
憲
法
第
九
僚
に
擦
る
行
政
命
令
た
る
を
要
し
な
い
止
考
へ
る
。

第一一

ω省
令
は
、

十
ね
に
よ
っ
て
輸
入
討
一
刊
さ
れ
た
る
船
山
川
口
問
問
原
材
料
の
闘
内
特
別
左
防
止
せ
ん
と

1
る
も
の
で
あ
っ
七
、

ゐ〆一ド
日

μ

‘ー

臨
時
措
置
法
に
慕
，
う
い
て
公
布
さ
れ
た
と
と
は
営
然
で
あ
っ
て
、

と
a
A

に
は
全
く
問
題
は
友
い
。

最
後
に
命
一
つ
の
必
妥
な
る
法
制
的
庭
置
は
、
震
替
許
可
の
上
に
建
つ
一
」
ゐ
る
。
即
ち
第
一
の
省
令
に
よ
っ
て
地
方
長
官
の
殻
紛

す
る
原
材
料
輸
入
承
認
書
を
提
示
す
る
も
の
に
針
し
で
は
、

団
同
替
営
局
は
直
ち
に
そ
の
品
輸
入
矯
替
を
許
可
す
る
と
い
ふ
規
定
で
あ

る
。
と
れ
は
大
蔵
省
令
の
外
因
偽
替
管
川
司
令
の
改
巨
と
い
ふ
手
績
を
要
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
改
正
は
今
日
ま
で
未
だ
行
は
れ

や
、
た
ピ
貫
際
に
な
け
る
運
用
上
の
手
心
と
し
で
行
は
れ
つ
ミ
あ
る
。
併
し
左
が
ら
法
制
的
根
嫁
と
し
て
は
、
こ
の
献
が
具
備
さ
れ

る
で
友
け
れ
ば
、

リ
ン
ク
制
に
ゐ
け
る
中
心
的
法
制
は
整
備
さ
れ
左
い
わ
け
?
あ
る
。

四

特
殊

P
J
i
ク
制
の
内
森

特
殊
リ

y
ク
制
の
内
容
は
、
主
と
し
一
し
前
述
の
第
一
の
商
工
省
令
す
左
は
ち
『
輸
出
品
用
原
材
料
承
認
書
交
付
規
則
」
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
で
ゐ
る
。
今
そ
の
主
要
な
る
諸
貼
を
皐
ぐ
れ
ば

布浦芳郎氏、前掲論文句頁
布浦芳郎氏、前掲論文句頁
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第
一
に
、
商
工
大
同
の
指
定
し
た
る
一
定
の
商
品
を
輸
出
し
た
る
場
合
は
、
そ
の
商
品
を
生
産
ま
た
は
加
工
す
る
に
要
す
る
原
材

料
の
総
入
承
認
書
を
地
方
刊
誌
宵
よ
り
発
給
さ
れ
る
。

第
二
に
・
輸
入
を
決
認
す
べ
き
原
材
料
の
極
類
沿
よ
ぴ
輸
出
に
劃
す
る
そ
の
割
合
は
、
商
工
大
間
こ
れ
を
決
定
し
て
地
方
長
官
に

通
牒
す
る
。

第
三
k
.

輸
入
承
認
蓄
の
」
父
一
付
を
受
け

P

つ
る
も
の
は
、
指
定
商
品
を
検
問
し
た
る
者
ま
た
は
指
定
商
品
を
生
産
加
工
し
た
る
者
と

-、，
O

4
9
F一

第
四
に
、
倫
入
反

J

漏
水
口
の
交
付
を
受
け
ん
と
す
る
斉
は
‘
申
請
書
に
所
定
の
事
羽
を
記
へ
L
、
除
出
の
事
責
を
詮
明
す
る
書
類
(
輸

川
バ
免
状
ふ
叩
川
M
H
m
山品目一

γ
日
/
L
れ
ノ
ン
ヴ
4

イ
ス
幻
仙

-3
を
J
h
へ

v
f
h

住
所
川
の
地
方
針
即
日
に
州
問
山
川
「
る
の

第
五
に
、
承
認
書
の
交
付
を
う
け
ん
と
す
る
者
は
、
輸
出
商
品
の
償
額
ま
た
は
数
量
に
相
営
す
る
同
種
商
品
を
、

一
定
期
間
内
に

自
ら
輸
出
し
、
ま
た
は
他
人
を
し
て
輪
出
せ
し
む
ぺ
き
と
と
を
地
方
長
官
に
誓
約
す
る
。

第
六
に
、
前
叫
引
の
誓
約
す
な
は
ち
義
務
総
山
川
を
履
行
し
た
る
時
は
、
輸
出
の
事
寅
を
誇
明
す
る
沓
数
を
地
方
長
官
に
畑
提
出
す
る
。

と
の
提
出
な
き
者
に
劃
し
て
は
、
爾
後
の
檎
入
承
認
書
の
交
付
を
し
な
い
。

第
七
に
、
受
付
さ
れ
た
る
輸
入
承
認
書
は
、
そ
の
原
材
料
を
取
得
す
る
た
め
必
要
あ
る
揚
合
(
生
産
者
て
ま
た
は
営
該
輸
出
商
品
と

同
種
の
商
品
を
購
入
す
る
た
め
必
要
あ
る
揚
合
(
輪
出
者
)
に
限
り
、
之
を
他
人
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
八
に
、
承
認
さ
れ
た
る
輪
山
川
品
用
原
材
料
の
輸
入
穏
替
を
得
る
に
は
、
機
入
承
認
書
を
震
替
許
可
申
請
書
に
添
付
し
て
提
出
す

れ
ば
、
政
府
は
直
ち
に
そ
の
輸
入
国
防
替
を
詳
可
す
る
。

特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
四
卜
八
巻

四

" 

第

披

匹l



特
殊
リ
ン
ク
制
の
諮
問
題

第
四
十
へ
巻

E且
i¥ 

第

披

t"l 

第
九
に
、
右
に
よ
っ
て
輸
入
詐
可
さ
れ
た
る
原
材
料
は
、
絶
叫
割
に
囲
内
特
用
を
詐
さ
れ
友
い
。
之
に
つ
い
て
は
第
二
の
省
令
に
規

定
さ
れ
て
ゐ
る
。

最
後
に
、

こ
の
特
殊
リ
ン
ク
制
は
、
副
プ
廿
ツ
ク
地
方
へ
の
輸
出
を
含
ま
や
、
且
う
す
で
に
商
品
リ
ン
ク
制
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
商

口
問
・
忠
之
か
ら
除
外
す
る
。

か
く
し
て
第
一
突
に
寅
施
さ
れ
た
る
指
定
輸
出
品
は
、
安
泊
以
下
二
十
四
種
に
及
び
、
之
に
リ
ン
ク
し
て
輸
入
を
許
可
さ
る
ぺ
き

原
材
料
品
は
.

ポ
ッ
プ
ユ
F
ベ
十
回
唾
目
h
J
J

伊
争
政
亡

k
つ
七
E
J
る。

-
一

1
1
t
:
1
4
1
:
1
1

い
世
間
話
干

ω
向
日
開
府
目
佐
谷
川
川
の
り
ン
ク
金
制
比
率
・
輸
出
議

務
期
間
K
M

よ
ぴ
指
定
輸
出
品
の
最
近
三
年
間
の
輸
出
債
額
と
共
に
表
示
す
れ
ば
次
去
の
如
く
で
あ
る
。

と
の
表
に
つ
い
て
見
る
に
、
輸
出
口
聞
に
リ
ン
ク
さ
れ
る
輸
入
原
材
料
品
は
何
れ
も
多
数
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
奏
澗
の
如
き
は
六
種

の
原
材
料
品
と
リ
ン
ク
せ
ら
れ
‘
会
鰐
と
し
て
は
二
十
四
種
目
に
封
ず
る
六
十
四
種
目
す
な
は
ち
平
均
二
・
五
種
目
と
な
っ
て
ゐ
る
。

突
に
こ
の
特
殊
リ
ン
ク
制
は
前
漣
の
如
く
金
額
リ
ン
ク
制
を
採
る
も
の
で
あ
る
が
、
輸
出
金
額
に

H
ン
ク
せ
ら
る
べ
雪
輪
入
金
額

の
比
率
は
.
こ
の
一
表
に
一
不
さ
る
L
如
く
輸
出
口
聞
に
よ
り
て
著
し
〈
同
売
り
、
例
へ
ば
鋼
板
の
輸
出
に
封
す
る
銅
の
輸
入
は
、
最
大
率
の

八
割
八
分
を
認
め
ら
る
L

に
封
し
、
萎
酒
(
一

0
・0
九
)
・
硬
化
油
(
九
・
0
と
・
青
化
ソ
ー
ダ
(
一

0
・0
%
)
・
寓
貫
用
乾
板
(
八

-OFec-同

フ
ィ
ル
ム
(
六
・

oど
の
如
き
は
著
し
く
低
率
で
あ
る
。
是
等
は
恐
ら
〈
製
品
中
に
含
ま
る
よ
商
設
原
材
料
品
の
比
率
に
嫌
っ
た
も
の

と
息
は
れ
る
が
、
今
後
に
た
い
て
著
し
き
債
格
費
動
が
製
品
ま
た
は
原
材
料
品
に
現
は
れ
る
場
合
に
は
、
連
嘗
に
修
E
さ
る
べ
き
も

の
で
る
る
。

次
に
原
材
料
品
の
品
輸
入
を
許
可
さ
れ
た
る
揚
合
に
、
次
の
製
品
を
輪
出
す
る
に
は
、

一
定
の
期
間
内
で
友
け
れ
ば
友
ら
ね
が
、

と
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特
妹
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
四
十
八
巻

四
八
四

第

披

四
四

の
職
川
義
務
期
間
も
、
前
表
に
一
ぶ
さ
る

L
如
く
長
き
は
十
二
ヶ
月
、

平
均
九
・
四
ヶ
月
と
た
っ
て
ゐ
る
。

傾
き
は
六
ヶ
月
、

こ
の

期
間
の
長
短
如
何
は
、
輸
出
振
興
上
に
重
要
危
闘
係
を
有

L
、
長
き
に
失
す
れ
ば
輸
出
の
努
力
を
刺
激
せ
や
、
煩
き
に
央
す
れ
ば
却

ワ
ナ
-
輸
出
を
阻
害
す
る
危
険
が
あ
る
。
之
に
A

含
ま
る
L

生
産
期
聞
は
、
技
術
的
に
ほ
ピ
確
定
し
う
る
け
れ
ど
も
、
流
通
期
間
の
確
定

は
殆
ん
ど
阿
難
で
あ
る
c

恐
ら
く
uM該
業
界
に
会
付
る
普
通
の
献
態
よ
り
確
定
す
る
外
左
い
で
あ
ら
う
c

最
後
に
指
定
輪
山
u
川
三
十
四
種
に
つ
き
、
最
近
一
一
一
ヶ
年
に
ゐ
け
る
そ
の
倫
向
欣
態
を
検
討
す
る
に
、
前
夫
の
下
方
に
一
本
さ
る
弘
知

ノ

¥ 

3
削

w
k
t
年
々
が
出
1
J
P斜
科
凪

t
2
7位

"ど
:l( 

f4' 
))j 

7 

射1
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ー
も
之
じ
附
プ
ロ
山
ノ
ク
へ
の
輪
山
を
も
何
令
す
る
か
ら
、

リ
ン
ク
制
に
闘
す
る
限
b
で
は
、
多
少
は
之
よ
り
減
額
さ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。

こ
の
瓢
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
の
資
料
は
今
日
ま
だ

得
ら
れ
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
特
殊
リ
ン
ク
制
が
こ
の
一
程
度
に
止
ま
る
限
り
で
は
、

ぞ
れ
が
現
想
的
の
殻
県
を
皐
げ
た
と
し
て
も
、
耐
相

出
振
興
力
は
紙
め
て
僅
少
で
あ
り
、
犬
な
る
期
待
を
か
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
、

そ
こ
で
第
二
次
・
第
三
共
の
指
定
輪
出
品
の
績
艇
が
何
ら
れ
て
ゐ
る
。
部
ち
第
三
次
指
定
品
目
と
し
て
は
、
玩
具
・
白
け
い
料
一
車
・
蕎

音
機
・
球
璃
掛
凶
器
・
農
具
等
に
及
ぼ
し
、

さ
ら
に
第
二
一
安
・
第
四
弐
と
蹟
張
し
て
、
結
局
の
泊
用
品
目
線
計
は
約
百
六
十
品
目
に
達

し
、
と
れ
が
輸
出
年
械
は
二
億
六
千
高
闘
に
達
す
る
強
定
で
あ
る
と
僻
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
程
度
に
ま
で
損
充
さ
れ
た
と
す
れ

ぱ
、
相
官
の
殺
旧
市
を
期
待
し
う
る
け
れ
ど
も
、
併
し
之
に
よ
る
輪
出
振
興
力
は
向
ほ
数
千
高
闘
に
過
ぎ
や
、
戦
時
の
輪
山
川
政
策
を
之

の
み
に
依
頼
す
る
こ
と
は
困
難
で
る
る
。

五

特
殊
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特
殊
リ
ン
ク
制
は
常
耐
の
輪
開
障
害
た
る
原
料
難
を
打
開
し
て
、
或
純
度
に
輸
出
恢
復
の
殻
呆
を
布
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今

後
ま
す
/
¥
;
之
を
横
張
し
て
、
出
来
う
る
限
り
多
数
の
輸
出
口
聞
に
適
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、

こ
の
揚
合
に
第
一
に
問
題
と
友
る
は
、

そ
の
多
数
の
種
々
雑
多
の
原
料
品
を
如
何
に
し
て
倫
入
し
、

且
つ
如
何
に
し
て
之
を
配
給
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。

第
一
に
、
之
に
針
し
て
際
材
料
配
給
舎
一
粧
を
設
立
せ
ん
と
す
る
案
が
侍
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
之
に
よ
れ
ば
先
づ
全
園
を
東
京
・
大
阪
・

愛
知
・
神
奈
川
・
兵
廉
・
隔
岡
・
庚
島
等
の
諸
地
方
に
分
ち
て
、
そ
の
各
々
に
一
個
の
大
規
模
曾
枇
を
設
立
し
、
闘
係
業
者
の
出
資
に
よ

旬
。
純
然
た
る
替
利
合
枇
と
し
、
特
殊
リ
ン
ク
制
に
よ
っ
て
輸
入
そ
許
可
さ
れ
た
る
件
種
の
輸
出
品
別
原
材
料
品
を
一
千
忙
引
受
け
て

委
託
輸
入
を
た
し
、
之
を
輪
山
口
同
生
著
者
に
配
給
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
之
に
針
す
る
反
針
論
と
し
て
は
、

か
く
の
如
き
民
間

皆
同
合
枇
己

dmつ
℃
照
材
料
の
騰
貴
dr-
来
た
し
、

H
つ
数
F
百
磁
の
限
材
料
九
州
一
一
千
に
川
比
一
け
で
は
、
闘
滑
な
る
附
粉
、
恒
明
し
得
ら

れ
な
い
と
言
ふ
結
に
あ
る
。
そ
れ
上
り
は
寧
ろ
既
存
の
輸
出
組
合
・
輪
入
組
合
・
工
業
組
合
を
横
大
強
化
し
て
、
之
を
し
て
原
材
料
の

共
同
配
給
を
た
さ
し
む
べ
き
で
あ
る
と
の
案
も
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
個
人
リ
ン
ク
か
圏
鰐
リ
ン
ク
か
の
黙
に
も
縄
れ
て
来
る
。

第
二
に
、
原
料
確
保
の
機
能
に
長
い
て
、
す
べ
て
の
リ
ン
ク
制
は
向
ほ
大
き
友
限
界
を
も
っ
て
ゐ
る
。
今
日
の
原
料
不
足
ま
た
は

原
料
騰
貴
は
周
知
の
如
く
輸
入
制
限
と
圏
内
物
資
の
制
限
と
か
ら
来
て
ゐ
る
。
然
る
に
リ
ン
ク
制
で
は
、
た
ピ
輸
入
制
限
を
綬
和
ず

る
に
止
ま
り
、

園
内
物
資
の
制
限
に
封
し
で
は
、

之
を
如
何
と
も
す
る
こ
と
は
旧
来
友
い
か
ら
で
あ
る
。

且
つ
ま
た
リ

y
ク
制
で

は
、
原
材
料
品
の
圏
内
陣
用
を
完
全
に
防
止
す
る
と
と
は
出
来
ゃ
、
例
へ
ば
詐
可
さ
れ
た
る
輸
入
原
材
料
品
は
之
を
圏
内
用
に
流
用

し
友
が
ら
、
園
内
の
廃
口
問
よ
り
得
た
る
再
生
原
材
料
を
も
っ
て
輸
出
品
を
生
産
し
つ
L

あ
る
。
と
の
方
法
に
上
る
園
内
蹄
用
は
、

リ

ン
ク
制
で
は
之
を
如
何
と
も
す
る
と
と
は
問
中
米
友
い
。

こ
の
二
つ
の
意
味
に
た
い
て
、
五
口
々
は
原
料
針
策
と
し
て
『
貿
易
工
場
制
』
ま

特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
四
十
八
巻

四
八
五
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披

四
ヨ王
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殊
り
シ
ク
制
の
諸
問
題

第
四
寸
八
巻

第

披

~Q 

六

凶
八
六

た
は
『
貿
易
地
域
制
』
を
提
唱
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
に
つ
い
て
は
認
に
詳
論
の
徐
裕
は
た
い
。

第
三
に
、
現
行
の
特
殊
リ
ン
ク
制
は
綿
て
個
人
リ
ン
ク
制
を
と
り
、
市
し
て
そ
の
個
人
間
に
む
け
る
輸
入
篠
の
譲
渡
を
認
め
て
ゐ

る
か
ら
、
そ
と
に
は
必
や
プ
レ
ミ
ア
ム
の
後
生
す
る
徐
地
が
あ
る
。
而
か
も
法
令
は
決
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
を
祭
止
し
て
は
ゐ
友
い
の

で
る
る
。

従
っ
て
揚
合
に
よ
っ
て
は

現
に
商
品
リ
ン
ク
制
に
見
ら
る
t
h

如
く
、

相
営
に
高
率
引
プ
レ
ミ
ア
ム
の
現
は
る
L

可
能
性

が
浅
さ
れ
て
ゐ
る
。

十
両
家
干
の
プ
レ
ミ
ア
ム
は
そ
れ
丈
け
原
材
料
品
の
騰
貴
を
来
た
し
て
、

リ
ン
ク
制
の
機
能
は
却
っ
て
阻
害
さ
れ
る

l?) 

‘ij.. 
i 戸

/oh 

lう

や、

必
外
同
州

ω限
泊

p-
招
来
す
る
品
川
除
も
あ
る
。

院
に
綜
ル
口
リ
ン
ク
制
出
乏
し
は
昨
か
に
一
一
一
%
の
プ

L

ミア
L

を
認
め
ん
と

し
た
る
に
拘
ら
や
、
之
に
到
す
る
反
射
論
は
主
と
し
て
右
の
瓢
に
る
っ
た
程
で
あ
る
。

こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
自
然
に
放
任
し
て
は
、

相
常
に
高
率
か
つ
乱
脈
た
結
果
と
な
っ
て
‘
却
っ
て
輸
出
の
障
害
を
来
た
す
虞
友
し
と
し
な
い
。
五
口
々
は
プ
レ
ミ
ア
ム
の
自
由
放
任

に
反
謝
す
る
と
共
に
、
ま
た
之
を
禁
止
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
も
た
い
。
組
合
内
部
に
沿
い
て
之
が
統
制
を
計
る
べ
き
を
主
張
す
る
も

の
で
る
る
。

第
四
に
、
個
人
リ
ン
ク
制
か
闇
悌
リ
ン
ク
制
か
は
議
論
の
岐
れ
る
所
で
あ
る
が
-
、
私
は
寧
ろ
個
人
リ
ン
ク
制
を
加
味
し
た
る
組
合

リ
ン
ク
制
を
主
張
し
た
い
。
現
行
の
特
殊
リ
ン
ク
制
が
、
純
然
た
る
個
人
リ
ン
ク
制
を
採
り
、

か
っ
そ
の
主
鰐
と
し
て
輸
出
者
の
外

に
生
産
者
を
も
認
め
て
ゐ
る
の
は
問
題
で
あ
る
。
輸
入
構
は
輸
出
の
代
償
冒
と
し
て
興
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
蛍
然
に

モ
の
検
出
を
注
し
た
る
者
に
針
し
て
輿
へ
ら
る
べ
く
、
生
歴
者
が
直
接
輸
出
を
な
し
た
る
場
合
も
、
山
一
品
然
に
輪
出
者
と
し
て
職
入
樺

を
興
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
と
の
輸
入
権
を
行
使
す
る
者
は
、
話
然
に
現
賓
の
輸
入
を
た
す
輸
入
者
で
友
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

之
は
た
ぜ
に
迎
論
的
に
然
る
の
み
た
ら
や
、
政
策
的
に
も
ま
た
之
を
も
っ
て
最
も
輸
出
振
興
に
有
利
な
方
法
と
考
へ
ら
れ
る
。
蓋
し

捌稿 F綜合リンク制について.!l(本誌、第四十七巻第五披 53]'!)
拙稿「商品リンク制の讃展.!l(本誌第四十七巻第六披 4'--49了[)2) 



検
出
者
は
輸
入
時
惜
の
取
得
に
刺
激
せ
ら
れ
て
、
る
ら
ゆ
る
努
力
を
沸
っ
て
輸
出
に
努
め
る
か
ら
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
輸
入
構
の
取
得
者
を
愉
出
者
と
し
、
そ
の
行
使
者
を
輸
入
者
と
し
て
も
、

そ
の
聞
に
輸
入
楼
の
自
由
費
買
を
許
す
揚

合
に
は
、
前
遁
の
如
く
高
卒
・
乱
脈
た
る
プ
レ
ミ
ア
ム
の
護
生
ず
る
危
険
が
あ
る
。
之
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
組
合
リ
ン
ク
制
を

加
味
す
る
必
要
が
る
る
。
即
ち
轍
向
者
は
先
づ
輸
出
組
合
を
組
織
し
、
組
合
員
の
得
た
る
輸
入
構
は
総
て
之
を
組
合
に
提
供
せ
し
め

る
。
組
合
は
之
に
針
し
て
一
定
限
度
の
プ
レ
ミ
ア
ム
(
例
へ
ば
最
高
一
一
一
と
を
支
抑
ふ
こ
と
L

す
る
。
而
し
て
組
合
に
集
め
ら
れ
た
る
轍

入
椛
は
、

一'
I
f
-
-は
〉

E
司
ヴ
一
、
J

賞
/
て
、

」
正
事
巨
同
事
F
I
N
U
争
点
犬
い
れ
ノ
ノ
実

l
v
L

こ
の
場
合
に
も
低
率
の
プ
レ

之
配
合
設
Mm
材
料
品
の
聡
入
組
合
に
譲
渡
す
る
。

酌
ア
ム
(
例
へ
ば
最
高
問
。
J

)

を
認
め
、

そ
の
差
額
を
総
同
組
合
の
経
費
と
す
る
。
輸
入
組
合
は
そ
の
得
た
る
輸
入
槽
を
所
属
の
組
合
員
に

内
っ
て
満
治
に
分
配
「
る
。

或
は
ま
だ
崎
川
組
合
L
一
機
九
組
合
と
の
糊
合
慨
が
ど
組
織
し
て

そ
り
聞
の
総
入
様
。
議
伎
を
解
消
す
る

と
と
も
出
来
る
。

次
に
輸
入
組
合
員
の
輪
入
し
た
る
原
材
料
品
は
、
之
を
分
類
し
て
生
産
者
の
組
織
す
る
工
業
組
合
に
引
渡
し
、

工
業
組
合
は
之
を

所
属
員
に
分
配
し
て
検
出
品
を
生
産
せ
し
め
一
、
生
産
一
口
聞
は
之
を
工
業
組
合
か
ら
最
初
の
輪
同
組
合
に
引
渡
し
、
所
属
組
合
員
を
し
て

輸
出
せ
し
む
る
こ
と
L
せ
は
、
前
惑
の
版
材
料
配
給
舎
枇
の
如
き
特
別
の
機
関
を
設
け
や
と
も
、
組
合
配
給
に
よ
っ
て
却
っ
て
有
数

に
原
料
確
保
を
賓
現
し
う
る
の
で
友
い
か
ム
」
忠
は
れ
る
。

第
五
に
、
特
殊
リ
ン
ク
制
を
則
来
う
る
限
り
横
充
強
化
す
る
と
と
は
同
よ
り
必
要
で
あ
る
が
、
併
し
か
り
に
之
が
理
想
的
に
行
は

れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
機
能
の
上
に
は

到
底
こ
れ
の
み
に
戦
時
の
輪
出
振
興
策
を
委
す
と
と
は
出
来
た

一
定
の
限
度
が
あ
っ
て
、

ぃ
。
乙

L
で
は
輸
出
振
興
策
に
つ
い
て
一
般
的
に
論
議
す
る
徐
裕
は
な
い
が
、

た
ピ
リ
ン
ク
制
に
関
し
て
問
題
と
な
る
は
、
か
の
綜

特
殊
リ
ン
ク
制
D
諸
問
題

第
四
寸
八
巻
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七

第

披

日月
七

拙稿『商品リシクjj;!Jの軍基展~ (本誌、第11'H七巻第六披 49頁)3) 



特
殊
リ
ン
ク
制
の
諸
問
題

第
四
卜
ヘ
巻

第

銃

問
八
八

山

" 

合
リ
ン
ク
制
で
あ
る
。
王
口
々
は
リ
ン
ク
制
に
よ
っ
て
著
し
く
給
問
振
興
を
隠
る
た
め
に
は
、
結
局
は
綜
合
リ
ン
ク
制
に
進
ま
ね
ば
左

ら
ぬ
こ
と
そ
信
や
る
も
の
で
る
る
が
、
之
に
つ
い
て
は
既
に
詳
論
し
た
所
で
あ
る
か
ら
と
ミ
で
は
省
略
す
る
が

最
後
に
、

F
ン
ク
制
抜
充
の
他
の
方
向
は
、
闘
プ
ロ
ッ
タ
地
方
ヘ
の
地
域
的
U
Y
ク
制
の
創
設
に
あ
る
。
現
行
の
リ
ン
ク
制
は
、

尚
口
問
リ
ン
グ
制
で
も
特
殊
リ
ン
ク
制
で
も
、
ナ
ぺ
て
悶
プ
官
ツ
タ
へ
の
職
問
中
』
除
外
し
て
ゐ
る
。
郎
ち
凶
プ
ロ
ッ
ク
へ
の
輸
出
に
針

し
で
は
、
そ
の
郎
材
料
品
の
輸
入
を
許
可
さ
れ
友
い
わ
け
で
あ
る
。

と
L

で
は
闘
プ
ロ
ッ
タ
輪
問
問
題
に
つ
い
て
一
般
的
に
論
議
す

る
徐
裕
は
な
い
が
、

リ
ン
ク
制
の
抑
制
充
に
闘
ず
る
限
り
で
は
、

闘
プ
ロ
ッ
タ
'
地
域
内
ル
限
っ
た
川
河
川
内
リ
γ
一
ケ
削

rJ作一一
1
1
と
の
地

方
か
ら
の
輸
入
を
促
進
し
、
之
に
リ
ン
ク
し
て
輪
出
を
許
可
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
普
通
の
リ
ン
ク
制
で
は
、
輸
入
制
限
を
前
提
と
し
、

輪
出
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
輸
入
を
許
可
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
闘
ブ
ロ
ッ
ク
・
り
ン
ク
制
で
は
、
輪
州
制
限
を
前
提
と
し
、
聡
入

を
た
す
と
と
に
上
っ
て
之
に
リ

y
ク
し
て
輸
出
を
許
可
さ
れ
る
と
と
L
た
る
わ
け
で
る
る
。
闘
フ
ロ
ッ
ク
へ
の
一
輪
出
を
制
限
し
つ
ミ

-
あ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
少
し
も
外
貨
の
獲
得
と
友
ら
左
い
か
ら
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
之
を
逆
に
考
へ
れ
ば
、
国
プ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
輪

入
は
少
し
も
外
貨
を
姿
し
友
い
の
で
る
る
か
ら
、
五
口
闘
は
川
来
う
る
限
り
此
の
地
方
か
ら
の
輪
へ
を
増
加
し
、
之
と
リ
ン
ク
し
て
輪

出
を
促
進
す
る
方
法
乞
移
へ
ね
ば
友
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。
(
一
四
・
二
・
一
五
)
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